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１．事業の目的（趣旨・ねらい） 

経済的な事情などで、子供たちに体験をする機会が与えられていないひとり親家庭

を対象に、吉備の自然を生かした活動や体験活動を行い、ひとり親家庭での体験活動

を支える。 

    

２．事業の概要 

（１）期日 

第１回 令和５年８月６日（日）日帰り 

   第２回 令和５年１１月１８日（土）～１９日（日）１泊２日 

 

（２）参加者 

① 募集対象・人数 

岡山県内の幼児（未就学の４～６歳児）とその家族 ８家族３０人程度 

 ② 参加人数 

ア．第１回 ４家族１２人 

イ．第２回 ８家族１８人 

 

（３）連携機関 

  ① ＮＰＯ法人チャリティーサンタ（岡山市） 

  ② 子どもソーシャルワークセンターつばさ（倉敷市） 

  ③ 岡山市岡山っ子育成局子育て支援部こども福祉課岡山市ひとり親家庭福祉会 

 

（４）講師 

   第２回 黒田 幸保 氏（日本キッズコーチング協会） 

     中村 史恵 氏（絵本専門士） 

 

（５）企画・運営のポイント 

① 対象を幼児に限定することで、幼児に特化した活動を展開するようにした。 

② 例年同様、参加費無料、無料バス送迎を行い、保護者の負担軽減に努めた。 

③ 一般募集はせずに、ひとり親家庭や貧困家庭の支援に取り組んでいる行政やＮ 

ＰＯ団体と連携し、対象の家庭に直接案内が届くように広報協力を依頼した。 
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３．活動の内容等 

（１）日程 

  ① 第１回 令和５年８月６日（日）日帰り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第２回 令和５年１１月１８日（土）～１９日（日）１泊２日 

１１月１８日（土） １１月１９日（日） 

10:30 

11:00 

11:15 

12:00 

13:00 

 

 

15:00 

19:00 

20:00 

22:00 

受付 

開会式  

アイスブレイク 

昼食（レストラン） 

おもしろ自転車 

フィールドアスレチック 

保護者交流会 

親子で野外炊事！ 

絵本読み聞かせ 

入浴 

就寝 

6:45 

8:00 

9:00 

12:00 

13:00 

14:00 

14:30 

起床・洗面・掃除 

朝食（レストラン） 

親子でクラフト！ 

昼食（レストラン） 

遊びリンピック 

閉会式 

解散・バス送り 

 

（２）活動の状況 

① 第１回 令和５年８月６日（日） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

【川遊び①】                            【川遊び②】 

 

 

８月６日（日） 

9:30 

10:00 

10:45 

12:30 

13:30 

15:15 

15:30 

受付 

開会式・アイスブレイク 

川遊び 

昼食（レストラン） 

遊びリンピック（保護者交流会） 

閉会式 

解散・バス送り 
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【川遊び③】                            【遊びリンピック②】 

② 第２回 令和５年１１月１８日（土）～１９日（日）  

 

 

 

 

 

 

 

 

【おもしろ自転車】                          【保護者交流会】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  【親子で野外炊事！】                        【絵本の読み聞かせ】 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

     【親子でクラフト！】                          【遊びリンピック】 
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４．成果・課題 

（１）満足度 

満足：８７．５％ やや満足：１２．５％ 

 （２）参加者の声 

① 普段聞けないことが保護者交流会で聞けていい勉強になりました。ミニゲーム

もあって、いい親睦が深まりました。 

② 初体験の薪割や火起こしができて、子供も楽しかったようです。自分ではでき

ないので、体験させてもらえてありがたいです。  

（３）成果 

① 対象を幼児に限定することで、似たような年齢層が集まり、お互いに協力した

り、一緒に遊んだりする姿が見られた。 

② 薪割やバーナーを使った焼き板など、子供には少し難しい活動も含むことで、

家族で協力することが出来ているようだった。 

（４）今後の課題 

① 今年度も応募数が募集人数を超えた。需要が供給を大きく上回っているので、

多くの希望者にどのような形で体験を提供できるか検討する必要がある。 

② 子供たちだけで活動するときに、職員の目が行き届かないところまで走って行

ってしまうので、できるだけ多くの目を確保することが必要である。 

③ プログラムにゆとりがあったことで、子供同士、保護者同士が交流できる時間

が取れ、緩やかなネットワーク作りができた。 

 

担当：企画指導専門職付 竹井 楓夏 


